
湯
殿
出
宮
本
食
行
者
海
の
活
動
形
態

ー
盛
時
藩
領
を
事
例
と
し
て
i

山

J幸

必
ず



湯
殿
山
木
食
行
者
銭
円
海
の
活
動
形
態
i

盛
岡
藩
領
を
事
例
と
し
て
i

山

津

学

は
じ
め
に

小
稿
は
、
盛
岡
務
領
(
現
岩
手
県
北
・
中
部
お
よ
び
青
森
県
東
部
)

に
お
け
る
湯
殿
山
木
食
行
者
鍛
門
海
の
活
動
形
態
を
、
弟
子
門
海
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
解

山
内

1
し、

一
九
位
紀
に
お
け
る
出
羽
三
山
修
験
道
と
地
域
社
会
と
の
接
触
お
よ
び
そ
の
展
開
過
程
を
見
通
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

出
羽
三
山
修
験
道
の
牽
引
者
で
あ
る
餓
門
海
は
、
出
羽
一二
山
の
奥
院
と
さ
れ
る
湯
殿
山
に
お
い
て
山
箆
修
行
し
、
東
日
本

一
帝
に
広
が
る
多
く
の
信
者
に
帰
依
さ
れ
た

後
に
、
即
身
仏
と
な
っ
た
行
人
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
な
お
、
彼
自
身
が
即
身
仏
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
筆
者
川
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
、
こ
の
織
内
海

の
相
，
貌
が
後
世
の
縁
起
か
ら
拙
か
れ
て
き
た
こ
と
に
違
和
感
を
も
ち
、
織
内
海
が
活
動
し
た
同
時
代
の
史
料
に
記
録
さ
れ
る
そ
の
実
像
を
重
視
し
、
考
察
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
湯
殿
山
表
日
別
当
注
連
寺
の

一
世
行
人
と
し
て
登
場
す
る
も
の
の
、
木
食
行
者
と
自
称
し
、
湯
殿
山
を
核
と
す
る
新
た
な
出
羽
三
山
修
験
道
を
時
立
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
に
帰
依
し
た
信
者
・
講
中
は
、
従
来
の
町
・
村
を
単
位
と
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
広
域
的
に
拡
が
り
、
武
家
や
、
町
人
・
百
姓
の
新
興
勢
力

と
取
り
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
成
っ
た
も
の
も
あ
り
、
近
世
後
期
に
お
け
る
特
徴
的
な
宗
教
者
と
考
え
る
。

筆
者
は
、
信
仰
圏
の
中
央
部
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
縁
辺
部
に
注
目
し
て
き
た
が
、
小
稿
で
は
陸
奥
国
南
部
地
方
、
す
な
わ
ち
盛
岡
落
領
を
研
究
対
象
地
域
と
す
る
。

感
岡
藩
領
に
お
け
る
織
内
海
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
自
治
体
史
に
お
い
て
す
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
研
究
は
そ
の
名
を
刻
む
湯
殿
山
供
養
塔
の
事

例
報
告
ω
、
領
内
の
行
人
寺
の
再
興
記
録
の
紹
介
ω
な
ど
に
印
閉
ま
っ
て
お
り
、

等
関
視
さ
れ
て
き
た
地
域
と
い
え
る
D

?

で
の
活
動
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
、
さ

ら
に
は
そ
の
後
に
近
代
へ
と
移
行
す
る
出
羽
三
山
修
験
道
の
展
開
過
程
を
究
明
す
る
う
え
で
も
、
竜
安
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
観
点
か
ら
、
小
稿
で
は
、
盛
岡
州
藩
領
に
お
け
る
鍛
門
海
に
よ
る
湯
殿
山
行
人
寺
再
興
の
実
際
、
な
ら
び
に
鎌
内
海
の
名
を
刻
む
湯
殿
山
供
養
塔
の
分
布
・
銘
文

を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
は
、
銭
円
海
の
弟
子
門
海
に
よ
る
関
口
不
動
尊
(
現
下
閉
伊
郡
山
田
町
)

の
再
興
過
程
と
特
徴
を
検
討
し
、
門
海
に
継
承
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
鍛

門
海
の
活
動
の
特
徴
も
考
察
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
鍛
門
海
の
布
教
活
動
の
特
徴
を
解
明
し
、

ひ
い
て
は
銭
円
海
・
門
海
の
も
と
に
集
結
し
た
人
々
が
有
し
た

歴
史
的
な
意
味
を
見
通
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

な
お
、
銭
円
海
は
、
鉄
門
海
と
も
表
記
さ
れ
、
ま
た
、
文
化
一
四
年
(
一
八
一
七
)
六
月
に
門
跡
寺
院
で
あ
る
京
都
御
室
の
仁
和
寺
か
ら
上
人
号
を
授
与
さ
れ
た
後
に

は
銭
jI'J 

人

(
鉄
門
上
人
)
を
自
称
す
る
が
、
小
稿
で
は
、
史
料
か
ら
の
引
用
を
除
、
き
、
銭
円
海
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
小
稿
で
述
べ
る
鍛
内
海
の
実
像
は
、
縁
起
・
出

緒
上
の
人
物
像
と
異
な
る
が
、
そ
れ
に
恭
づ
く
信
仰
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
節

盛
岡
金
剛
珠
院
・
連
正
寺
の
創
立
伝
承

主
刀
凡
又

l
j
k
k
一、

l
'
2
3仕
司
I
1
1
J
b
い
F

一t
i
i

i
i
!
i
!一

し
た
郷
土
史
家
で
あ
る
渡
部
留
治
は
は
、
山
形
県
酒
田
市
日
吉
町
二
丁
目
(
旧
下
台
阿
)

の
海
向
寺
の
一
再
建
を
は
じ
め
、
同
県
館
岡
市
砂
田
町
(
銀

町
よ
り
移
転
)

の
南
岳
寺
、
一
川
市
狩
川
字
山
崎
の
一
四
光
寺
、
岩
手
県
盛
岡
市
内
丸
の
金
剛
珠
院
、
同
市
南
大
通
二
丁
目
の
連
正
寺
な
ど
が
す
べ
て
銭
門
海
の

し
た
も

の
で
、
今
も
信
仰
の
場
と
し
て
栄
え
て
い
る
と
説
い
た
。
以
後
の
研
究
で
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
見
解
が
引
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
旧
盛
岡
薄
領
に
所
在
す
る
金
剛
珠
院
・

述
正
寺
の
創
立
伝
承
の
考
察
を
尚
一
じ
、
銭
円
海
の
来
盛
を
明
ら
か
に
す
る
。

金
剛
珠
院
・
述
一
止
寺
は
い
ず
れ
も
、
銭
円
海
の
郎
身
仏
が
安
置
さ
れ
る
湯
殿
山
表
口
別
当
注
連
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
起

F
U

は
以

F
の
通
り
で
あ
る
。

ふ
い
此
削
山
川
・
千
不
山
)
冗
斗
3

品、

1
1
J
U
B
E
-

い
、
金
胎
一
両
部
大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
湯
殿
山
祈
一
時
所
で
、
「
内
丸
の
お
湯
殿
山
」
と
通
称
さ
れ
る
。
明
治
初
年
に
、
後
に
一
同

山
口
万
を
湯
殿
山
と

院
第
一
…
位
と
な
る
佐
藤
長
全
、
第
二
世
と
な
る
清
岳
が
盛
例
お
よ
び
紫
波
・
岩
手
・
稗
貰
を
巡
錫
、
加
持
析
結
し
つ
つ
講
中
を
一
編
成
し
た
。

中
一
川
口
士
川
+
品

日
記
述
寺
内

に
お
い
て
出
盛
岡
務
領
か
ら
の
議
中
・
参
詣
者
を
案
内
す
る
三
山
先
達
役
で
あ
っ
た
。
長
全
は
、
明
治
六
年
(

八
七
三
)
に
大
手
先
東
側
の
四
一
戸
孫
四
郎
武
虎
屋
敷
跡

の
北
角
の
地
を
併
用
し
、
仮
仏
堂
を
建
立
し
た
。
同
一
三
年
(
一
八
八

O
)

世
清
岳
が
大
手
先
西
側
の
南
部
弥
六
郎
屋
敷
跡
の

;}I) 

本

山
川
凶
月
に
は
一

立
し
て
移
転
し
、
本
尊
を
注
述
寺
か
ら
迎
え
入
れ
、
金
剛
珠
院
が
創
立
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
「
健
」
は
、
文
政
三

)¥ 

。
)
に
来
践
し
て
布
教
に
努
め
、
苦

燃
を
除
い
て
人
々
を
善
導
し
た
織
門
海
に
あ
る
と
し
、
銭
円
海
が
入
定
し
た
一

月
八
日
は
御
縁
日
と
さ
れ
、
護
摩
祈
障
が
執
行
さ
れ
る
。

(103) 
- 26-



つ
い
で
述
正
寺
は
、
守
の
下
と
呼
ば
れ
る
城
下
南
口
の
惣
門
付
近
に
並
び
立
つ
寺
院
群
の
中
に
あ
る
。
山
口
一
勺
は
金
剛
珠
院
と
同
じ
く
湯
殿
山
で
、
大
日
如
来
を
本
尊
と

す
る
。
こ
の
本
尊
は
、
本
寺
注
述
寺
か
ら
談
り
波
さ
れ
た
も
の
で
、
同
寺
境
内
に
あ
り
空
海
が
七
一九
三

(
注
述
)
を
か
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
七
五
三
掛
絞
(
初
代
)
。〉

木

か
ら
彫
り
出
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
閉
山
は
、
か
つ
て
門
竜
海
法
印
和
尚
と
さ
れ
て
い
た
が
川
、
近
年
は
す
〈
政
三
年
に
来
捺
し
て
布
教
し
た
「
鉄
門
海
上
人
」
と
改
め

ら
れ
て
い
る
。
述
正
寺
は
、
門
屯
海
が
明
治

二
一
年

(

一
八
七
九
)

に
五
問
凶
間
の
本
堂
を
述
立
し
、
翌

一
三
年
四
月
に
開
基
さ
れ
た
。
こ
の
本
堂
は
、
明
治

一
七
年

(
一
八
八
四
)
に
大
火
に
あ
い
、
類
焼
し
た
と

い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
寺
院
は
と
も
に
、
一
位
世
を
見
る
限
り
で
は
明
治
二
一
年
お
よ
び
二
二
年
に
新
た
に
創
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
鍛
門
海
を
閉
山
や

「
礎
」
に
位

世
づ
け
て
い
る
。
そ
の
創
立
時
期
は
、
管
見
の
限
り
、
江
戸
時
代
盛
岡
の
城
下
町
絵
図

・
史
料
に
両
土
寸
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
妥
当
性
が
あ
る
。
本
単
冒
頭
に
掲
げ

た
渡
部
の
見
解
は
、

一止
怖
さ
を
欠
く
と
一一一一
口
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

同
寺
院
を
建
立
し
た
の
は
織
内
海
で
は
な
く
、
注
述
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一長
全
・
清
岳
・
門
竜
海
で
あ
る
。
彼
ら
が
来
盛
し
た
理
由
は
、
幕
末
維
新
川
に
混
乱
し
た
、

旧
盛
岡
藩
領
の
訪
中
を
再
編
成
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
鍛
門
海
は
、

そ
の

「礎
」

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
先
立
つ
信
者

・
講
中
の
編
成
に
寄
与
し
て
い

た
こ
と

を
予
想
さ
せ
ら
れ
る
。

し
か
も
、
鍛
門
海
の
来
盛
が
、
文
政
三
年
と
い
う
具
体
的
な
年
紀
を
と
も
な
っ
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
直
接
的
に
こ
れ
を
雌
認
で
き
る
史
料

は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
旧
政
問
滞
領
に
あ
た
る
下
閉
伊
郡
山
田
町
北
浜
町
(
釜
谷
澗
)
に
建
つ
湯
殿
山
供
養
略
に
、
こ
の
年
紀
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
塔
は
本
体
の
み
で
高
さ
が

一
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
銘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る

り0

じ

3
一
行

H

4.AF一
Hμ

五一
v

川
以
小
一
比

一

I
d-

-

文
政
三
庚
辰
年

(ア

i
ン
ク
)

~X 
門

人

月
三1:::

El 

二1'1
{窃

殿

UJ 

郷
中
安
全

筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
経
験
で
は
、

山
形
・
新
潟
県
内
に
お
け
る
同
様
の
供
養
塔
は
、
銭
門
海
が
笑
際
に
布
教
し
祈
祷
し
た
宗
教
実
践
の
場
に
建
て
ら
れ
た
事
例

が
多
く
、
そ
の
場
合、

そ
の
地
域
で
鍛
門
海
に
帰
依
し
た
人
々
に
よ

っ
て
餓
門
海
が
布
教
し
た
さ
い
の
年
月
が
刻
ま
れ
て

い
る
則
。
そ
れ
ら
の
事
例
に
学
ぶ
な
ら
ば
、
織

門
海
は
、
文
政
三
年

一
月
に
山
田
の
地
を
訪
れ
て
祈
祷
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
銭
門
海
は
、
そ
の
前
後
に
、
そ
の
途
次
に
あ
る
盛
同
に
到
来
し
、
布
教
し
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て
い
た
可
能
性
が
高
く
、

そ
れ
が

剛
珠
院
・
述
正
寺
を
創
立
し
た
人
々

に
も
記
憶
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

銭
門
海
に
よ
る
行
人
派
寺
院
の
再
興

次
に
、
鍛
門
海
が
盛
岡
法
領
へ
到
来
す
る
以
前
の
、

可
領
勾
に
お
斗
ペ
ソ
る

!

f

j

1

J

l

a

 

湯
殿
山
行
人
の
動
向
を
検
討
し
、

そ
れ
ら
の
行
人
派
寺
院
と
鍛
門
海
の
関

係
を
考
察
す
る
。

成
比
間
藩
領
に
は
、
出
羽
一
二
山
修
験
道
の
担
い
手
と
し
て
、

天
台
系
の
羽

山
の
末
派
で
あ
る
羽
黒
派
の
修
験
が
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
羽
黒
派
は
本
山
派
と
争
う
ほ
ど
大
き
な
勢
力
で
あ
っ

た

し
か
し
、
領
内
に
は
、
真
言
系
の
湯
殿
山
行
人
で
、
注
連
寺
の
末
流
に

あ
る
行
人
派
の
寺
院
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
羽

派
と
比
べ
れ
ば
、

明
ら
か
に
少
数
派
で
あ
っ
た
。
文
化
一
四
年
(
一
八

七
)
か
ら
天
保

(
一
八
三
九
)

に
市
原
篤
志
が
盛
岡
藩
の
珠
山
記
録
か
ら
編
ん
だ
「
篤
湾

~え

WII 
L一一

寺
院
之
巻
ゅ
に
は
領
内
に
お
け
る
寺
院
本
末
関
係
の

巻
二
一
、

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
注
連

の
行
人
派
寺
院
(
以

行
人
寺
と
称
す
る
)
が

六
か
寺
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

表

k に

σ〉

に
は
、
行
人
触
頭
と
し
て
、
盛
岡
城
下
、

八
鱗
片
原
町
北
端

に
所
在
し
た
明
王
院
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

明
王
院
に
つ
い
て
は

星
川 。

盛岡藩領の湯殿山行人寺

No. 行人寺 | 山号・寺号 郡名 通名 Il!J・村名 現行市Il!T村名

I~'J 王 l涜 威IIWl.lll不動寺 盛i詩八幡片原IllT lEEliiijlb 

つ j去屯iJ-1 紫波 1::1 oj'j y~j ILJ下IIlT 紫波lHJ

Ii'[fJII LU 科!貰 7:i Ti三i 花巻1m日IHJ [花巻市

雲樹!奄 手11賀 二子 二子村 |北上市

林 糠塚村 花巻市

手11賀 鬼相Il 鬼柳村 :jヒ上市

林T~rJ奄 科1貰 寺林 宮ノ I~l 村 花巻市

科1貫 寺林 i十J' 1i 市

IE来WJe 愛宕ILJ 岩手 沼 7~T 内 }II日村A 岩手町ー

来十ml涜 行j'i!'とLLJ 五戸 i支水村 青森県五戸IllJ

符i行!奄 二lヒ !七戸 天 ìjMìfii~村 青森県七戸町

?tt¥許ij: :1ヒ [ 野辺地 |手川

ïl~ 王 i泣 雪光ILJ 二|ヒ 1山

14 忠!!計lbp ~cî~: t.色!LJ I~j 作! 野 EEI 岩泉村 岩泉JHr

15 福岡 j争法寺十二j

紫波 飯 1;'(;] 1121荷村

表 1

本文iiJ(10)古森県史詩111さん近W:部会編著書、 (9)森若主;:ほかにより作成。

No はi主I1 111の数字に対!忘する。

なお、八戸 m~似の域地八の常海JHT には方福寺(主主連寺末)があるけり]治 3 年「諸宗本末‘

寺号其外l り j キI!I ltU~ (八戸務)J 、十J寺i収調類纂)。
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古
川
一
雨
が
明
治
七
年
(
一
八
七
山
)

す
る
記
事
中
に

五
月
に
天
保
凶
年
ご
八
三
三
)

「
煤
間
砂
子
温
故
名
跡
誌
」

を
改
訂
し
て
一編
ん
だ
と
い
う
「
盛
岡
砂
子
」
川
巻
山
の
城
東
に
関

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

o 
jヲ

j戎
IIj'11 
IL! 

iヒ不
羽副j

'Hl 寺
湯 l明
殿王
山 i涜

蓮型

末

釆化
の
頃
迄
は
、

此
境
内

)~lli~ 
桜:
と
て

幾
年
を
経
て
う
ろ
に
な
り
し
か

此
木
の
皮
を
削
て
焼
は
、

皮
計
り
の
い
肢
に
も
春
毎
に
輩
咲
け
る
か

文
政
の
末
一
頃
市
中
に
て
寄
進
す

香
蒸
し
て
沈
香
の
匂
ひ
の
如
し
と
云
、
文

今
ハ
跡
か
た
も
な
く
な
り
ぬ

此
門
前
の
太
鼓
橋
は

鍛
門
海
が
来
盛
し
た
文
政
年
間
(
一
八

一
八
1
一ニ

O
)
の
末
ご
ろ
に
、
城
下
の
信
者
が
明
王
院
の
門
前
に
太
鼓
橋
を
寄
進
し
た
と
い
う
。
鍛
門
海
の
来
川
崎
以
降
、

一同
院

「
篤
湾
家
訓
」

に
対
す
る
信
仰
が
隆
感
し
た
こ
と
に
な
る
。

図

l
)
。
こ
れ
ら
の
存
在
は

五
か
寺
お
よ
び
そ
の
在
所
が
書
き
上
げ
ら
れ
る

ま
H
!
?と
5
1
日

rて

Ayrt

ド
l
リ

m
W
4
4ぺ
日
μ』

l
J
4
r
r
J
y
レ，

務
領

中
の
書
上
に
は
、
明
一
土
院
に
続
い
て
、
同
院
の
末
寺
・
支
配
寺
院
で
あ
る

司
J

こ
王
ワ
L
又

l
↓
て

j

町、
f

一F
ド
L

J

、

，

p
l
訪
問
w
，

u-ノ
f
ノ
カ
ブ
↑
サ
t

l」

出
羽
三
山
修
験
道
と
そ
の
信
仰

が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
分
布
は

と

に
盛
岡
を
合
む
岩
手
郡
以
南
の

紫
波
・
科
寅
・
和
賀
郡
内
に
濃
く
、

一
方
で
鹿
角
郡
、

お
よ
び
閉
伊

郡
の
う
ち
中
間
伊
・
下
閉
伊
地

ガ
に
は
一
か
寺
も
見
え
な
い
。

ま
た
、
領
内
を
南
北
に
縦
貫
す

る
奥
州
街
道
の
沿
線
、
あ
る
い

は
、
奥
州
街
道
か
ら
東
西
へ
と

Lドu抑1)
- i涜料

凶作

J1Nt!t. iWJNi出・ !)2.ソiI~i戸数

{¥J¥iili 

約二，ι gJH~~z山 i ! 人，'j

(ti~ ' (t土f{..1 ()) Noにじ11.;、)

50km 

N
hパ

1
1

ぃ!
V
-
1-
ー「

図 1 盛岡藩領の湯穀山行人寺

( ~i!f水克;む {ノr=l支i を悲 l j:Z l とし， 表 i により)Jlll徐 11ま正して作JJxJ
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街
道
が
分
岐
す
る
追
分
付
近
に
立
地
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
岡
藩
で
通
と
呼
ば
れ
る
地
方
支
配
の
拠
点
で
あ
る
抱
城
・

代
官
所
の
あ
る
町

村
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
U
o

つ
ま
り
行
人
寺
は
、

の
地
方
支
配
お
よ
び
交
通
上
の
要
地
に
所
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
在
所
か
ら
周
辺
地
域
へ
と
布
教
を
拡
げ
や
す

い
場
所
を
選
ん
で
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

r
¥

ん
え
A

一
-
二
¥
一
T
L

、一
1

一i
-
J

d'
二
百
ん
こ
ん
1

1

f

一
j
l
i
1
i
」

「
御
領
内
寺
院
鑑
」
引
に
も
行
人
寺
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
篤
湾
家
訓
」

正
月

に
記
さ
れ
て
い
た
正
蓮
寺
が
見
え
な
い
。

そ
れ
以
前
に
廃
寺
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
行
人
寺
に
つ
い
て
も
、
維
新
以
降
の
寺
院
明
細
帳
な
ど
に
名
称
が
見
え
る
の
は
、
花
巻
山
日
町
の
自
性
院
の
み
で

あ
り
、
こ
の
地
域
の
出
羽
三
山
修
験
道
が
幕
末
維
新
期
に
大
き
な
変
動
を
迎
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
乃
ヨ
生
完
土
、
山
円
台

、/ι

、
1
3
3
'止

i
W
u
-
-
t
r
r
r
i
、、/1

二

八

七

O
)

一
O
月
「
諸
宗
本
末
・
寺
号
其
外
明
細
帳
(
盛
岡
山
県
)
」
川
に
は
、
住
職
が
大
海
で
、

-
注
連
寺
末
と
し
て

ム
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
王
院
の
廃
寺
に
よ
り
、
本
寺
は
注
連
寺
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
一
二

制
帳
」
(
抄
写
本
)
出
に
は
、
次
の
よ
う
な
由
絡
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

年
二
八
八
九
)
調
べ
の
「
岩
手
県
管
内
社
寺
明

開
祖
返
了
、
貞
観
二
年
小
瀬
川
村
ニ
建
立
、
十
二
世
貞
海
ノ
時
、
湯
殿
山
注
連
寺
末
ニ
相
成
、
山
口
す
・
院
号
及
海
号
ヲ
得
免
許
、
川
川
四
世
断
、
海
ノ
時
、
寛
永
十
一

三
月
、
当
地
ニ
引
移
リ
、

四
十
二
世
応
海
ノ
時
、
天
明
年
中
凶
歳
ノ
頃
、
加
熱
住
ニ
相
成
、
其
後
、
湯
殿
山
行
人
鉄
円
上
人
ノ
弟
子
、

-
J
j
J
A
-
a
g
r
-
J

、、
¥
i
p
、:
t
j

、1
l
:
ト
r

P

1

V

J

、

間
十
一
二
甘
い
オ
呼
ノ
f
A
F小
山
ノ
川
町

文
政
六
年
二
一
再
建
仕
、

ヨ
一

L

f

r
じ
証
一
二
一
、
佐
一
3
4
F
与
日
士
冗
HE
一
仁
芙

rL
一
ノ
ド
プ
リ
行
ソ
入
革
ハ
イ
パ
ー
ゴ
一
、
マ
14
本

6
2・
5nヅ
士
'
引

こ
の
出
絡
を
既
述
し
た
事
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
解
釈
す
れ
ば
、

以
下
の
通
り
と
な
る
。
自
性
院
は
、
貞
観
二
年
(
八
六

O
)
に
小
瀬
川
村
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
後
に
注
述
寺
系
の
湯
殿
山
行
人
に
感
化
さ
れ
、

そ
の
門
流
に
連
な
っ
た
。
花
巻
城
下
の
整
備
に
と
も
な
い
、
順
海
が
住
持
し
て
い
た
覚
、
水
一
二
年
(

い
¥
一
二
プ
上

一
/
一
二
ヲ
J

に
同
地
へ
移
っ
た
。
し
か
し
、

天
明
飢
縫
の
こ
ろ
、
第
四
二
位
応
海
が
没
す
る
と
、
川
県
佐
と
な
っ
た
。
続
い
て
第
四
三
位
と
な
っ
た
の
は
銭
円
海
の
弟
子
内
海
で
、
文
政

六
年
(
一
八
二
三
)
に
堂
宇
が
再
建
さ
れ
、
以
後
、
相
続
さ
れ
て
現
在
に

っ
た
。

こ
の
由
絡
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
自
性
院
に
お
い
て
、
湯
殿
山
行
人
の
活
動
は
天
明
年
間
(
一
七
八
一

1
八
九
)
ご
ろ
に
衰
退
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、

が
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
信
濃
・
越
後
両
国
の
事
例
と
も
符
合
す
る
現
象
で
あ
る
。
出
羽
三
山
信
仰
留
の
縁
辺
部
に
お
い
て
は
、

一
八
世
紀
後
半
に
信
仰
が
弱
体
化
す
る

傾
向
に
あ
り
、
盛
間
藩
領
の
場
合
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
自
性
院
、
あ
る
い
は
行
人
寺
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
盛
同
藩
家
老
席
日
誌
で
あ
る
「
雑
書
」
川
文
化
八
年
(

J¥ 

条
に
は

寺
社
奉
行
の
口

に
よ
る
申
渡
し
と
し
て
、
盛
同
城
下
の

に
川
県
住
寺
院
が
あ
り
、
「
無
住
勝
」
ち
と
な
っ
て
は
時
々
の
御
用
に

し
支
え

ケ

(99 ) 
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る
の
で
、
後
住
を
早
く
侃
え
る
よ
う
に
と
の
沙
汰
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
各
磁
の
析
結
を
担
っ
て
き
た
寺
院
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

先
述
し
た
明
王
院
の
場
合
も
、
「
雑
書
」
文
化
九
年
(
一
八
二

一)

一八
白
条
に
無
住
で
あ
る
こ
と
が
見
え
、
後
住
が
決
ま
る
ま
で
は
、

成
述
し
た
末
寺
で
あ
る
花

月

巻
北
湯
口
村
の
宝
樹
庖
、
一
同
二
子
村
の
雲
樹
庵
、
沼
宮
内
通
の
正
来
院
、

が
寺
役
を
勤
め
る
こ
と
を
寺
社
奉
行
に
願
い
出
て
中
し
波
さ

一
L
3
い
v~
く
¥
j
e

と
ヨ
n
bじ
ヘ

一

一仕
:
ド
J

J

Z
F
u
γ
f
J
4
0
4
リペ有
w
w
f
斗

J
Hゴ
一、、」

れ
て
い
る
。

月
E
完

η
川町二王
hX
設
立
、

l
l

一二
H
r
r
K
4
f
J
i
J
J
叶，
A
I
'
y
t

同
年
四
月

二
一

日
の
宝
樹
応
住
持
福
寿
海
へ
の
看
主
任
命
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
来
慌
し
、
活
動
し
た
の
が
織
内
海
お
よ
び
そ
の
弟
子
た
ち
で
あ
っ
た
。
文
政
三
年
に
煤
問
お
よ
び
山
川
で
布
教
し
た
餓
門
海
は
、
弟
子
門
海
を
、

川
県
佐
と
な
っ
て
い
た

J

自
性
院
の
住
持
と
し
、
同
六
年
に
再
興
さ
せ
た
。
機
能
不
全
と
な
っ
て
い
た
行
人
寺
を
再
建
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
機
能
を
享
受
す
る
信
者
の

獲
得
に
つ
な
が
り
、
訪
中
を
再
編
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鍛
門
海
が
来
盛
す
る
以
前
に
も
、
注
述
寺
系
の
湯
殿
山
行
人
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、

一
八
位
紀
後
半
ま
で
に
湯
殿
山
行
人
は
振
る
わ
ぬ
情
況
と
な
り
、

そ
こ
へ
織
門
海
が
来
躍
し
た
の
で
あ
る
。
鍛
門
海
は
、
無
住
の
行
人
寺
を
中
興
す
る
さ
い
に
も
寄
与
し
、
と
く
に
花
巻
凶
日
町
の
自
性
院
の
住
持
と
し
て
弟
子
門
海
を
世

い
た
。
路
間
滞
領
に
お
け
る
湯
殿
山
行
人
の
活
動
を
再
建
し
、
次
の
時
代
に
継
続
さ
せ
る
「
礎
」
を
情
築
し
た
の
が
、
ま
さ
に
餓
門
海
で
あ
っ
た
。

第
三
節

銭
門
海
の
布
教
活
動
形
態

織
門
海
の
布
教
活
動
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ
の
活
動
形
態
を
検
討
す
る
。

た
だ
し
、
布
教
活
動
に
関
わ
る
直
按
的
な
文
献
史
料
は
皆
無
に
等
し
い
。
そ
こ
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
そ
の
名
を
刻
む
湯
殿
山
供
養
塔
で
あ
り
、

そ
れ
ら

の
分
布
や
銘
文
を
史
料
と
す
る
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
感
向
藩
領
か
ら
仙
台
藩
領
へ
と
続
く
陸
中
海
岸
の
石
仏
を
概
観
し
た
小
島
俊

一
仙
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
山
田
町

に
既
述
し
た
一
湯
殿
山
供
養
壊
が
あ
り
、
こ
れ
は
鍛
門
海
の
指
導
を
強
く
感
じ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
鍛
内
海
の
名
を
刻
む
湯
殿
山
供
養
塔
と
し

て
は
陸
中
沿
岸
に
お
い
て
は
唯

一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
に
、
鍛
門
海
の
湯
殿
山
供
養
塔
は
盛
岡
藩
領
に
お
い
て
は
分
布
が
薄
く
、
管
見
の
限
り
で
は
山
基
が
昨

認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
わ
ず
か
な
手
が
か
り
か
ら
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

(図
2
)
。
岩
鼻
通
明
m
・
滝
尻
誰
口
英
引
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
某
一で
あ
る
。

四
恭
の
う
ち
一一一
恭
は
、

17ヨ

に
集
中
す
る

旧
二
戸
郡

①
福
岡
町
・
九
戸
城
批
松
の
丸

- 31-
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ド
己
十
三
丈
レ
レ

L
ド

I

4
司

t
t
‘¥
ノ
イ
l
，寸
ノ
ノ
J

-
¥
一
一
一
J

，，ノ

一一

¥

月
ゴゴ

EI 

3ち

「
一一
千
日
山
総
木
食
行
者
織
門
海
」
、
「
四
十
八

7
・ζ
、一.j
一。

1
1
合
プ

a

ノ
J
l
」

②
福
岡
町
・

愛
宕
山
神
社
一石
段
下

(
向
井
栄
次
郎

話え

壬;
地
!大j

年
紀
は
壬
中
(
文
化
九
年
)
。
銘
に
「
二
千
日
山

総
木
食
鍛
門
海
」
、
祈
務
内
容
で
あ
る
「
福
岡
町
山
石

同府・

川
亦
・
拙
了
・
田
町
安
全
」
。
な
お
、
こ
の
供
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①
は
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し
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よ
れ
ば
、
鍛
門
海
の
名
を
刻
む
供
養
塔
と
し
て
は
、
出
羽
庄
内
地
方
の
供
養
塔
と
比
べ
て
も
、
日
十
い
時
期
に
建
て

ご
ろ
と
見
ら
れ
、

ら
れ
た
塔
の

一
つ
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
筆
跡
は
織
門
海
の
そ
れ
と
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異
な
る
と
い
う
。
し
か
も
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門
海
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千
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…
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に
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満
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あ
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に
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千
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と
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て
い
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え
、

こ
れ
ら
の
仰
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該
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期
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も
の
に
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刻
さ
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た
か
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あ
る
い
は
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に
な
っ
て
建
立
な
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し
再
建
さ
れ
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も
の
と
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え
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し
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い
。
仮
に
後
年
に
な
っ
て
か
ら
建
立
さ
れ
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も
の
で
あ
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し
て
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県
一
も
の
塔
が
存

①
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②
の
建
つ
福
岡
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は

い
ず
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も
文
化
九
年
に
布
教
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
供
養
塔
と
見
て
取
庇
は
な
い
だ
ろ
う
。
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。
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す
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あ
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。
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は
、
こ
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あ
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追
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岐
す
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。
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の
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ま
さ
に
支
配
・
交
通
上
の
安
地
に
あ
た
る
地
域
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あ
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。
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正
月
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春
前
日
ま
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三
十
日
寒
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参
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に
な
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ろ
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。
三
十
日
寒
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初
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と
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町
・
村
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鉢
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勧
進
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も
の
で
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最
低
三
年
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続
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と
、
年
占
行
事
の
神
懸
け
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
修
行
で
あ
る
ω
。
福
岡
町
で
の
寒
行
も
、
前
年
末
か
ら
実
践
さ
れ
、
信
者
の
家
々
を
廻
り
、

そ
の

に
応
じ
て
析
結
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
織
内
海
は
、
福
岡
町
と
そ
の
周
辺
で
実
践
的
に
当
該
地
域
の
住
人
の
安
全
析
結
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
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。
②
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福
岡
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て
は
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人
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藩
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給
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地
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鍛
門
海
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者
が
、
武
家
か
ら
商
人
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百
姓
ま
で
、
身
分
を
超
え
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集
結
し
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い
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こ
と
が
う
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が
え
る
。
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。
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日
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し
か
も

武
家
や
当
該
地
域
の
羽
黒
派
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で
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活
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を
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て
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の
名
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
成
述
し
た
弟
子
門
海
を
花
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山
日
市
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性
院
の
住
持
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す
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以
前
に
も
、
餓
門
海
は
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布
教
後
直
ち
に
盛
岡
藩
領
へ
弟
子
を
常
駐
さ
せ
、

に
対
す
る
手
当
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
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盛
岡
藩
領
が
鍛
門
海
に
と
っ
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重
要
な
講
中
の
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地
で
あ
っ
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こ
と
を
示
唆
す
る
。
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述
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あ
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通
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公
表
立
い
斗
在
弥
¥
功
詰
し
、

l
v
i
A
i
r
4
6
7
1二

l
i
一
川
叶

i
j
u
J
-
F名
H-
一

戸
j
i
l
l

大
杉
神
社
と
し
て
柁
っ
た
。

こ
の
向
の
坊
の
伝
承
と
鍛
内
海
の
事
例
と
を
主
ね
合
わ
せ
て
見
る
と
、

笠
谷
制
の
関
口
川
河
口
付
近
は

戸
時
代
山
田
町
の
霊
場
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

1I1 

111 
IIIJ 

こ
斗
ム
マ
¥
米
山
山
山
川
T
L上
、
、
ド
レ
ハ
リ

1
/

l
V
I
I
Iノ
山
中
土
i
J
4
ト
チ
ん

J
d
b
‘

こ
れ
が
て
ん
来
の
鋲
守
と
い
う
。

い
ん
半
谷
洞
は

外
来
の
宗
教
・
一
一
信
仰
を
受
容
す
る
さ
い
に
、

新
た
な
神
仏
を
迎
え
入
れ
る
肌
初
で
あ
っ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
鍛
門
海
は
そ
の
よ
う
な
地
域
の
主
場
を
選
択
し
、
布
教
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
島
の
坊
と
は
呉
な
り
、

3
ヨ
一
一
二
氏
口

L
A
M〕
〉
ア
J
ん
J

人

λ
i
ハ
介
と
¥ap

ノ
川
リ
こ
お
た

3
5
1り
そ
ギ
レ
j
σ
ι
-
A
Xづ
刀

l
イ
!
と

u
l
u
-
-
fリ

し
た
形
跡
が
な
い
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

銭
円
海
が
こ
の
時
期
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
を
直
接
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
史
料
は
な
い
。
そ
こ
で
、
当
該
地
域
に
お
け
る
何
時
期
の
石
造
物
を
参
考
に
し
て

み
る
。
す
な
わ
ち
、
関
口
川
に
か
か
る
関
谷
矯
の
快
へ
文
化

一
年
(
一
八
一
一
九
)

七
月
一

O
H
に
建
て
ら
れ
た
「
飢
死
人
菩
提
供
養
」

の
塔
で
あ
る
口
こ
の
塔
を
造
立

一 35

し
た
の
は
関
谷
の
「
村
中
」

で
あ
り
、
こ
の
場
は
、
関
谷
に
か
か
わ
る
、
成
中
塔
・
山
神
塔
か
ら
戦
没
者
供
養
塔
に
至
る
ま
で
多
様
な
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
谷
の
霊
場
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
供
養
塔
は
、
文
化
一
二
年
に
当
該
地
域
で
発
生
し
た
大
凶
作
に
よ
る
飢
践
の
た
め
餓
死
し
た
人
々
を
供
養
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
は
文
化
年
間
に
い
く
ど
も
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

ま
さ
に
社
会
不
安
の
漂
う
時
代
で
あ
り

新
た
な
救
済
者
へ
の
別
待
が
い
い
川
ま
っ
て
い
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
餓
門
海
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
時
期
に
到
来
し
、

山
田
町
に
新
た
な
講
中
を
編
成
し
た
の
で
あ
る
む

こ
の
よ
う
に
、
織
内
海
の
福
岡
・
山
出
に
お
け
る
布
教
活
動
の
特
徴
は
、
交
通
上
の
一
安
地
で
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
つ
こ
の
こ
と
は
第
二
節
で
兄
た
慌
例
法
制
…

に
お
け
る
注
連
寺
系
の
湯
殿
山
行
人
の
在
所
の
あ
り
方
と
も
共
通
し
て
い
る
c

鍛
門
海
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
も
含
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
湯
殿
山
行
人
の
活
動
し

て
い
た
場
に
入
り
、
講
中
を
編
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
ま
で
に
機
能
不
全
に
焔
っ
て
い
た
既
存
の
宗
教
者
に
代
わ
り
、
相
次
ぐ
飢
続
に
憂
え
る
不
JU〈

な
社
会
に
生
き
る
人
々
の
期
待
に
応
え
て
い
っ
た
。
し
か
も
、
武
家
か
ら
白
人
・
百
姓
に
至
る
広
範
な
断
層
か
ら
の
帰
依
を
獲
得
し
、
そ
れ
ま
で
衰
退
似
/
川
に
あ
っ
た
山

将
三
山
信
仰
を
再
生
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
布
教
は
、
在
地
の

こ
語
り
、

(
一

ie

在
来
の
宗
教
と
対
J
一
せ
ず
に
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る

(94 ) 



第
四
節

遺
弟
内
海
の
間
関
口
不
動
尊
再
興

(93 ) 

山
田
町
に
は
、
も
う
一
つ
、
鍛
門
海
と
の
関
わ
り
を
伝
え
る
寺
社
が
あ
る
。
関
口
不
動
尊
で
あ
る
。
関
口
不
動
尊
は
、
維
新
後
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
関
口
神
社
と
改

称
し
、
一
凶
山
市
立
命
を
主
祭
神
と
し
て
い
る
。
関
口
神
社
に
は
皇
宮
と
奥
山
下
口
が
あ
り
、
奥
宮
は
現
在
、
関
口
神
社
と
称
す
る
皇
官
に
対
し
、
関
口
不
動
尊
と
も
呼
称
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
口
不
動
尊
の
奥
宮
・
里
宮
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
c

こ
の
関
口
不
動
尊
は
、
文
政
一
三
年
(
一
八
三

O
)
に
鍛
門
海
の
弟
子
で
あ
る
花
巻
四
日
町
自
性
院
の
門
海
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
つ
そ
の
さ
い

Jま

「
山
能
中
納
一
所
御
附
添
吐
話
人
」

と
し
て
同
町
の
池
出
…
屋
徳
太
郎
が
同
行
し
て
い
る
。

銭
門
海
は
そ
の
前
年
に
没
し

そ
の
遺
骸
は
注
述
土
寸
に
述
ば
れ

土
中
入

定
を
擬
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
遺
弟
た
ち
は
一
千
日
後
に
遺
骸
を
掘
り
出
し
、
即
身
仏
と
し
て
記
り
、
鶴
岡
、

つ
い
で
越
後
村
上
に
お
い
て
開
帳
し
、
銭
円
海
を
山
一
土
人
化
す

る
の
で
あ
る
守
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
泣
き
な
が
ら
、
門
海
に
よ
る
関
口
不
動
尊
の
再
興
を
検
討
す
る
。

関
口
不
動
尊
の
一
再
興
に
つ
い
て
は
、

天
保

)¥ 

に
一
編
ま
れ
た
巻
子
状
の
形
惑
を
と
る

「
再
興
関
山
」
哨
と
題
す
る
一
記
録
が
あ
る
。

以
下
で
は

R
-
1ノ

1
し
1
h品

、

」

刀

ν
一一JH
H
k
f
f
p

36 -

を
用
い
て
検
討
を
進
め
る
。

「
再
興
関
山
」

で
は

関
口
不
動
尊
の
始
ま
り
が
村
の
草
創
と
関
連
さ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
つ

次
に
掲
げ
る
。

抑
々
、
不
動
明
王
の
由
来
を
委
数
十
本
尋
に
、
村
始
り
て
よ
り
あ
ら
わ
れ
給
ふ
御
神
に
て
、
諸
人
尊
ミ
う
や
ま
い
奉
る
事
年
久
し
、
然
に
、
世
間
ケ
て
上
・
ト
山
田
・
奴
間
・

山
田
町
と
開
ケ
わ
か
れ
て
後
、
信
心
薄
ク
相
成
候
ニ
や
、
飛
さ
り
給
ふ
よ
し
、

た
れ
山
中
共
な
く
中
ふ
ら
し
、
其
後
、
明
徳
も
な
か
り
せ
は
な
か
し
く
相
成
、
口
近
、
山
山

出
の
根
元
本
村
な
り
、

き
れ
ば
、
今
関
口
の
南
に
当
て
不
動
力
右
と
山
中
て
、
今
に
其
印
有
大
木
の
桂
有
、

い
つ
の
位
に
か
飛
さ
り
給
ふ
や
、
知
る
人
さ
ら
に
な
し

3
8
8
一
l
-
、
:
叩
ヨ
i
J

4
ド
ノ
ぷ

M
A
i
l
附
仰

〆ヒ
1m 

ー
山
間
)
の
こ
ろ
、
後
の
別
当
家
の
先
担
で
あ
る
孫
三
郎
が
不
動
山
の
山
上
に
あ
た
る
や
っ
か
れ
松
山
に
薪
取
り
に
出
か
け
た
さ
い
の
休
息
小
に

大
入
道
が
現
れ
、
「
我
者
不
動
也
、
一
信
心
を
致
へ
し
」

五
月
二
八
日
に
「
御
借
宵
」
を
造
立
し
た
。

と
一
一
一
一
日
っ
た
と
い
、
っ
。

孫
三
郎
は
、
一
ト
山
後
に
村
の

「
年
老
」

に
話
し
、

一ト一

L
C口
火
大
〉
、
)
、
乙
、
下

L

一
f
7
A
-二

一'宇一
L

ふ?一コ
H

U

J

、
ス
九
九
今
-
ノ
t

じ
J!Lj 

そ
の
後
、

明
日

L
F
へ
一
七
七

[
十
一
不
十
J

ノ
ノ
1

/

一

〆

に
新
た
な

「
御
(
日
」

を
造
立
し

さ

ら

に

究

政

三

年

三

七

九

[ま

)J 
JJ}) 

σ〉

細
工
社
線
を
見
出
し
て

「
吉
野
山
掛
造
り
」

を
参
考
に
改
装
し
た
。

ま
た
、
宇
和
年
間
(
一
八

O

0 
IJLI 

の
こ
ろ
に
は
、
病
人
に
薬
効
の
あ
る
一一「

詰IJ

/I[!， 

0) 

訪日
;1( 
L一一

金

湯
本
)
が
湧
き
出
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
門
海
の
一
内
腕
ハ
へ
と
続
く
の
で
あ
る
。

一一寸

PT 
H~l 

/jFJ 
111 
し一一

lま

「
出
羽
出
湯
殿
山
の
行
者
鉄
門
上
人
の
御
弟

f
門
海
行
行

十
十
九
(
ル
文
政
十
年
升
ノ
十
一
一
日
リ
問
日

い
i
hハ
コ
」
州
叩
え
λ

r
i
l
l
y
zち
v
r
t
B

山
能
被
遊
」

と
あ
る
。

鍛
IIIJ 



海
が
出
羽
川

mmの
海
向
寺
で
入

J

一
叔
し
た
の
は

そ
の
弟
子
の
中
に
「
南
部
森
岡

一
月
八
け
と
い
え
ら
れ
て
い
る
。

加川一川
j

f
件
十
品
、

f
i
J
I
l
l
-
、
V
{
l
k

こ
れ
に
先
J-
つ
一

O
月
-
立
日
に
弟

f
へ
造
二
ハ
を
認
め

そ
の
問
日
後
の

も
合
ま
れ
て
い
る

1

て
お
り
、

IIIJ 

ftJj: 
し一一

JU
ら
編
成
し
た
広
域
に
拡
が
る
講
中
を
地
域
ご
と
に
分
け

ア
戸
、

l

j」
l
L
r
一
ム
〕
子
'

巴，

r
l
J
A
.
J
J
4
Y〈
丞

J
d

れ
巾
へ

M
E
J
一
件
小
、
ヤ
ム

i
l
l
i
 

P
I
f
-
-
l
、
L
y
-
-
t

に
託
し
た
。
門
海
の
場
合
は
、
文
化
九
年
・
文
政
:A
年
の
布
教
の
さ
い
に
結
集
し
た
時
附
落
傾
の
議
中
が
分
与
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
門
海
は
、
鍛
門
海
の
名

代
と
し
て
、

そ
の
布
教
活
動
を
継
承
し
、
実
践
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

、一、、一

J

、

ナ
/
ナ
J

1
し

あ
く
ま
で
も
そ
の
前
提
に
紅
地
か
ら
の
安
諒
が
あ
っ
た
と
け
ん
ら
れ
る
。

y c 
il 
は

不
動
停
の
内
的
ハ
に
つ
い
て
は
、
門
海
の
側
か
ら
始
め
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
税
強
コ
工
γι

助、

司

H
J
て
↓

4
¥
1
j

，一一、七日叫ん
i
a
け

リ

ノ

1
4
:
↓

f

一h
ッ、

F
4
3
J
/
'
F
ト
ス
1
4
m

五
百
万
.H
一一一二

JJ八比

け
H
H
J

〉げ¥て、
A

「岳、、、、

日
h
M
d
秀
和
H
1メ

親
類
孫
助
の
述
名
に
よ
り

村
方
の
老
名
ム
ハ
右
衛
門
・
普
助
・
存
兵
衛
、
組
出
土
此
ハ
伝
治
・
長
治
郎
・

「
相
出
し
双
ト
刀
卦
…
一
間
違
中
一
札
之
一
山
手
」
叫
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
の
こ
れ
は
、

玄
お
む
円

J

・
一
六
小
支
・

f

け小
E

ノ

γ
刀
・
し
ト
て
し
ょ
ぼ
・
ド
と
力
、

1
f
1
4
j
ノ
ハ
ド
i
i
i

、、
J
i
-
H
n
H叶

υ
一
A
U
L

「けノ!ノバ
h
ド

4

E

-

A

七ししれシ

大
小
御
寄
進
衆
中
あ
て
に
五
し
出
さ
れ
た

彼
ら
が
関
口
・
関
谷
の
大
山
本
・
小
家
御

へ
抜
本
杉
，

O
O
O
本
を
寄
進
し
た
さ
い
の
一
社
文
で
あ
る
。
ぺ
時
、

統
に
相
談
の
う
え

」、，
W
M
h
i
-
-ノ
「

H
H
a
ヲ
ヲ
上
刀
一

一
バ
イ
ヰ
虫
山
r110
一
仏

wvH川
村
与
」

A

、1
H什
1
4
J
1
4

も

r
a
k
-
-
e

ス
」
市
山
必
勺
ト
M

，
H

田
町
・
釜
谷
一
制
・
大
沢
村
の
「
御
一
信
心
御
方
様
」
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
不
動
尊
を
信
仰
す
る
人
々
が
再
興
を
企
凶
し
、
鍛
門
海
の
弟
子
で
あ
る
門

海
を
招
き

不
動
尊
の
同
組
ハ
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

実
際
、

関
山
手
伝
僧
祉
話
役
を
小
鎚
犀
多
兵
衛
が
、

山
中
諸
式
台
所
を
松
本
五
郎
兵
衛
が

(
伯
沈
一
州
事
世
話
人
を
山
口
の
川
戸
山
町
苔
助
が
、

L
L
仏
民

λ
.
¥
I会」

/
一
、
一
主
主
.
ー
ノ

l
/

'~FJ 
LlI 

は

手
支
配
世
話
人
を
問
屋
六
右
衛
門
・
佐
々
木
屋
源
兵
衛
・
泉
屋
一
段
右
衛
門
が
、

諸
事
御
山
入
一
出
物
計
話
人
を
常
陸
崖
安
兵
衛
が

上
・
ド
山
山
村
役
山
話
人
を
肝
入
沢
川

1
2‘
j
:
1
1
1
f

、

長
問
去
位
カ

-
多
左
衛
門
・
善
太
郎
・
金
右
衛
門
・
長
治
郎
・
与
惣
治
・

山
能
中
留
守
役
を
湊
屋
金
四
郎
が
勤
め
、
ま
た
、
村
の
老
名
で
あ
る
善
助
-

L

ハ
右
衛
門
・

彦
政
・
与
五
右
衛
門
、
組
顕
で
あ
る
源
兵
衛
・
久
之
丞
・
平
之
助
・
喜
伝
治
・
又
蔵
・
彦
之
丞
・
庄
五
郎
・
彦
右
衛
門
・
藤
兵
衛
・
小
太
郎
が
参
与
し
た
り
施
、
主
に
つ
い

て
も
、
袋
、
行
三
十
臼
名
代
御
供
人
を
関
原
六
三
郎
が
、
長
床
入
用
を
五
ヶ
村
・
一
近
郷
中
が
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
て
い
る
。

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
録
す
る
「
再
興
関
山
」
も
ま
た
胞
主
偲
人
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
?
た
。
巻
末
に
は
次
の
奥
舎
が
あ
る
。

天
保
二
辛
卯
三
月
吉
日
敬
白

ト
し
ム
ど
ち
リ
一
-
一
ト
i
一

弔

}

duμ

以
井
一
千
ふ
オ
ペ
村
ぃ
l
i

奉

納
不
動
尊

あ
り
か
た
き
山
本
く
ら
き
古
里
を

て
ら
さ
せ
給
ふ
不
動
明
王

'r
也
‘
一
仁

+打川句、ご一

- 37 ~ (92 ) 



新判い

( 9"1 ) 

「
再
興
関
山
」

を
作
成
し
て
奉
納
し
た
の
は
、

施
主
で
屋
号
を
柳
沢
と
称
す
る
阿
部
家
で
あ
っ
た
c

阿
部
家
は

当
時
勢
力
を
拡
大
し

関
東
と
海
産
物
の
流
通
で
財

を
成
し
て
い
た
山
田
町
の
豪
商
で
あ
る
。
し
か
も
釜
谷
洞
の
大
杉
神
社
が
嘉
水
年
間
に
移
転
す
る
ま
で
、
柳
沢
山
に
お
い
て
島
の
坊
と
大
杉
神
社
の
祭
引
に
を
行
っ
て
い
た

家
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
問
。
外
来
の
信
仰
お
よ
び
宗
教
者
を
受
け
入
れ
、
ま
た
、

門
海
に
よ
る
関
口
不
動
尊
の
再
興
を
支
え
る
基
盤
は
、
こ
の
よ
う
な
当
該
期
に
経
済
力

を
誇
っ
た
在
地
の
商
人
・
一
白
姓
・
漁
師
で
あ
っ
た
。

内
海
に
よ
る
不
動
尊
の
再
興
は
、
新
た
な
信
'
仰
の
山
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

門
海
は
文
政
一

一戸ト
e

一一一コ斗
J

一ノI

一一一
i
/

一
日
か
ら
翌
一
三
年
正
月

一
日
ま
で
三
十
日
出

の
寒
行
を
行
い
、
「
郷
中
、
水
栄
繁
昌
・
一
九
殺
成
就
・
大
漁
万
作
」
、
「
火
水
病
難
」
か
ら
の
救
済
を
不
動
尊
に
心
願
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
政

ご

4444
ご
‘

l
i
t
-
4
1
1
、

〉

日

間

り

f

二
今
リ
ド
γ
一一

J
iト
治
、
レ
♂
制
カ

忠
治
…
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
「
心
願
苦
行
」

の
最
中
に
、
こ
の
山
へ
湯
殿
山
の
「
神
・
諸
仏
」
を
「
写
し
」
、

万
民
末
世
の
人
々
を
「
修
賞
一
山
道
」
(
衆
生
済
度
)

な
さ
し
む
べ
し
と
、
湯
殿
山
の
「
御
告
」
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
門
海
は
岩
山
二
四
ヶ
所
を
見
立
て
て
、
「
漁
一
平
」
を
祈
念
す
る
竜
神
祭
を
執
行
し
、
湯
殿
山
中
に
記

ら
れ
る

「
御
沢
仏
」

を
勧
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
山
号
を
金
湯
山
と
す
る
新
た
な
霊
山
の
創
出
を
行
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
c

L
巳
山
中
又
日
十
一

プ

i
2
4
1
2ノ
l
v
一
一
じ
よ

七
白
に
執
行
さ
れ
た
。

「
小
船
を
造
り

色
々
の
百
一
一
一
の
御
食
を
備
え

五
色
の
幣
を
立

十
化
を
か
ざ
り
、

禾
け
を
焼
」

、
パ
人
ア
ぷ
久
ヤ
}

L

7
ノ

f
l

「
湯
殿
山
」
、
す

- :38 

な
わ
ち
釜
谷
洞
の
鍛
門
海
の
名
を
刻
む
湯
殿
山
供
養
塔
か
ら
出
発
し
、
山
田
の
「
大
道
」
を
ね
り
歩
い
た
。
こ
れ
は
先
天
を
先
に
立
て
、
治
め
の
砲
を
ふ
り
、
「
五
色
の
鋭
、

JH
鏡
、
共
二
三
十
一
流
れ
」

の
ほ
か
、
山
田
を
在
所
と
す
る
宗
教
者
で
あ
る
「
山
伏
七
人
・
神
道
壱
人
」
が
螺
貝
を
吹
、
き
立
て
、

二
行
に
列
を
繋
え
て
て
お
供
し
た
。
ア
て

の
静Il

は

iJl 
111 
如1)

(
二
流
)
、

山
山
町
・
大
沢
村
の
桝
郎
衆

流
)
、
山
田
町
の
商
人
昆
家
の
母
(
一
流
)
、
同
じ
く
女
人
仁
名
(
一
流
)
、
常
陸
尽
な
ど
尚
人

京
間
名
(
一
流

の
寄
進
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
、
ま
た
、
吹
流
篠
も
常
陸
犀
ら
商
人
や
大
沢
村
八
万
丸
の
船
頭
菩
兵
衛
ら
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
む
神
ん
た
の
行
列
は
、

山
出
町
の
南
端
で
あ
る
境
問
ま
で
行
き

こ
こ
か
ら
船
を
数
船

一けは
4
¥
H
m水

1
j
i一は

J

リ

H
f
ふ
小
L
E
I
U
μ
l
L

「
千
巻
経
」

を
読
諭
し
な
が
ら
浦
的
の
明
神
口
ま
で
行
き
、

}tj 

よ
り
ILL 

~ 

安

打
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
松
本
家
へ
帰
り
、

三

O
日
夜
に
は
関
口
の
川
戸
善
助
方
へ
-
~
一
泊
す
る
。

I"J 
海
は

同
日
夜
に
川
戸
家
へ

「
年
老
」

を
呼
び
、

一一つ

話11

し一一

す
な
わ
ち
関
口
川
に
沿
っ
て
神
仏

詩iJ

を
勧
請
す
る
こ
と

関
ハ
不
動
作
の

「
御
(
日
一

を
引
に

下
ろ
し
、

一
長
床
を
設
え
る
こ
と
を
提
案
し
、
賛
同
を
得
た
o

A

持
1

d

人
作
之
山
者
た
つ
と
か
ら
ず
、
直
作
こ
そ
尊
き
者
由
、

本
田
中
ニ
人
作
者
い
や
敷
も
の
也
、

そ
の
さ
い
に

彼
は

そ
の
型
山
を
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

立
ハ
故
者
仲
代

δ
今
に
一
七
出
名
山
者
住
ま
、
の
も
の
也

近
々
ハ
湯
殿
山
井
-
一
八
聖
山
ヲ
は
る
べ
し

{IIJ 
u 
11 

殊
ニ
末
世
物
入
な
き
ペ
山
作
一
ま
、
に
仕
し
り
一
な
ば

1-1 
本

の
御
山
な
る
べ
し



表 2 金湯山の笹p沢仏弐拾四ヶ所
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人
工
の
山
は
尊
く
な
い
。
自
然
の
山
こ
そ
尊
い
。
山
は
元
来
、
湯
殿
山
や
八
聖
山
の
よ
う
に
生
け
る
ま
ま
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
山
が
「
生
ま
、
」
に
仕
立
て
ら
れ
る

(89 ) 

な
ら
ば
、
「
日
本
一
の
御
山
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
説
く
。

出
羽
庄
内
に
お
け
る
湯
殿
山
の
御
神
体
は
、
社
般
を
と
も
な
わ
な
い
、
湯
が
湧
き
出
る
自
然
石
で
あ
る
。
ま
た
、
山
中
の
各
所
に
あ
る
霊
一
七
・
霊
泉
は
神
仏
と
見
な
さ
れ
、

そ
こ
に
御
沢
仏
が
配
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
な
ら
え
ば
人
工
の

「
御
宮
」
は
不
安
で
あ
る
、
と
説
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
に
は
、
修
験
者
が
参
箆
す
る
長
床
の
み

が
あ
れ
ば
良
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
御
沢
仏
は
、
正
月

一
日
に
各
所
へ
勧
詰
さ
れ
る

(表
2
)
。
そ
れ
は
、
商
人
・
一
rH
姓
・
漁
師
、
あ
る
い
は
男
女
に
利
益
す
る
神
仏
と
説
か
れ
る
。
翌
三
-

日
か
ら
は
、
大
工
・
木
挽
・
人
口
止
に
よ
っ
て
「
御
宮
」
が
里
に
下
ろ
さ
れ
、
一
長
床
の
普
誌
が
始
め
ら
れ
る
。
「
御
宮
」
の
跡
は
「
本
の
姿
」
、
す
な
わ
ち
「
直
作
」
と
な
り
、

岩
場
に
御
神
銀
、
玉
一
知
ゴ
ア
て
の
前
庭
に
長
床
が
仕
上
げ
ら
れ
る
。
御
神
銀
は
、
松
本
五
郎
兵
衛
と
郷
中
(
上
・
下
山
田
村
、
飯
岡
村
)

に
よ
っ
て
、

.
¥
1
L
一L
十
J

勺ノ

A
J
1ノ
J
H
f

j
r
z
、
。
イ
モ
U
J
μ

本
、
六
尺
五
す
の
も
の
が
二
本
用
意
さ
れ
た
。
石
造
の

は
、
五
郎
兵
衛
の
縁
者
と
み
ら
れ
る
松
本
宗
平
を
は
じ
め
と
す
る
山
田
町
の
廻
船
問
屋
衆
や
海
産
物
商
人
京
、

念
仏
女
中
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
。
松
本
宗
一
半
は
「
金
湯
山
」

の
額
二
枚
も
奉
納
し
た
。
奥
富
は
、
ま
さ
に
山
山
町
の
経
済
力
に
よ
っ
て
、
荘
厳
さ
れ
た
。

IIIJ 
海:
は

二
月
一
日
か
ら
一
二
日
ま
で
一
二
七
日
御
護
摩
を
執
行
す
る
。
翌
二
二
一
H
に
「
閉
山
」
さ
れ
た
不
動
山
で
、
「
御
法
」
と
し
て
明
け
六
つ
か
ら
じ
つ
ま
で
護
ぃ
除

~~ 40 

を
執
行
す
る
。
下
山
し
た
の
は
三
月
三
日
で
あ
る
。

こ
う
し
て
関
口
不
動
尊
を
配
る
金
湯
山
が
閃
か
れ
た
。
門
海
は
、
湯
殿
山
の
信
仰
を
金
湯
山
へ
文
字
通
り
写
し
た
。
し
か
し
、
湯
殿
山
が
女
人
禁
制
を
採
る
の
に
対
し
、

金
湯
山
は
女
人
の
登
山
も
許
可
し
て
い
た
。

「
再
興
関
山
」

に
は
次
の
よ
う

れ
て
い
る
。

女
人
一
川
為
禁
制
事
ニ
候
得
共
、
当
山
者
先
年
よ
り
男
女
御
め
ん
の
御
山
故
、
御
ゆ
る
し
被
成
候
、
湯
殿
山
江
参
指
同
様
な
り
、
御
信
心
の
万
々
者
大
阪
成
就
航
…
疑
、
い
ん
、

参
詣
之
十
山
々
馬
口
北
町
一
例
山
の
入
口
よ
り
御
知
県
出
に
可
被
成
筈

民
を
山
中
に
入
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
の

男
女
と
も
に

金
湯
山
に
参
請
す
る
な
ら
ば
、

湯
殿
山
へ
参
治
す
る
の
と
河
じ
功
徳
が
符
ら
れ
る
と
必
か
れ

信
心
す
る
人
々
の
大
阪
成
就
は
疑
い
な
し
と
唱
わ
れ
た
。
金
湯
山
は
、
湯
殿
山
へ
の
い
信
仰
を
悲
礎
と
し
つ
つ
も
、
火
性
の
信
'
仰
を
も
一

Z
川
え
す
る
ト
ハ
什
在
と
し
て
杭
所
付
け
ら

-
b
J
o
 

J
，n
q

7

J

 
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
金
湯
山
は
、
「
写
し
」
と
は
い
え
、
決
し
て
湯
殿
山
の
形
態
そ
の
ま
ま
で
な
い
こ
と
も
保
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
納
品
さ
れ
た
御
沢
仏
を
例
に

し
て
み
た
い

前
仰
向
去

2
1
仙
川
町
日
八

γ
ム

φ

」
十
J

匹、

{
i
f
-
-

行
人
キ
で
執
行
さ
れ
る
湯
殿
山
法
楽
に
現
れ
る
神
仏
が
見
受
け
ら
れ
る
し

H
Nパ

-

A

い
け
二
七
寸
投
川
、
小
リ

l
T
h
a
r
ち
る
印
迩

i
i
、〆

l
I
L
4
7
d
l
V
6
4川
什

J
l
f
1
2
0

一
3
フ
ノ
ノ

!

h



大
型
…
弁
財
一
べ
な
ど
も
合
ま
れ
て
お
り
、

一
見
す
る
と

湯
殿
山
の
御
沢
仏
一
一
い
仰
が
そ
の
ま
ま

さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
の
し
か
し
、
御
沢
仏
の
術
成
は
、
厳
併
に
は

湯
殿
山
の
も
の
と
は
呉
な
り

若
ド
の
変
更
が
見
受
け
ら
れ
る
。

知
リ
ヘ
ム
ム
正
、

ノ
ム
引
ド
、

γ
z
e
ν
J
A
t
i
p
-
-
‘

門
海
と
同
じ
く
鍛
門
小
川
の
弟
子
が
住
持
を
勤
め
た
越
後
山
行
船
出
恥
谷
町

I
L
に
1
l
j
i
一7
r
j
¥

1
1
J

引
J
f
-
s
ト
i
H
i
l

-
-
J
i
a
h寸
J
J
t
i
仁ノ
i
a
q
a

の
円
い
仙
寺
の
生
内
に
も
記
ら
れ
て
い
る
が

こ
れ
も
湯
殿
山
の
も
の
と
は
構
成
が

致
し
な
い
。

円
福
寺
の
御
沢
仏
を
桁
介
し
た
伊
藤
武
引
は

そ
ぴ〕

f'll 
111 
や

j出

域
の
信
仰
に
合
わ
せ
た
た
め
と
指
摘
す
る
。

H
J
1
i
-
¥
・
市
川
以
ト

V
「
¥
ノ

L
U
L
l
φ

」
↓
J

H
J
一
ィ
ー
ヰ

σ
万三
I
l，
t

知
日
ヘ
ム
十
品

イ
れ

μ
C
J
h
v
J
i
l
t

信
心
す
る
地
域
の
情
況
を
鑑
み

紡
前
さ
れ
た
も
の
と
批
判
さ
れ
る
の

御
神
銀
が
記
ら
れ
て
い
る
の
も
、

三
陸
海
岸
の
寺
社
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
光
武
で
あ
る
。

:
a
vい
J

4
右

5

1

i
山
a

トし

1
ノ

5VI1-
れに

~
J
J
」止、

上
仁

[
1
r
T
2
4
1
0
母
ノ
〈
仁

i
一

1
1
1
t
J
L

門
海
の
内
制
ハ
以
昨

3
2
B
r
ぃ
。
守
守

1
十行

ま
で
に
数
多
く
の
御
神
銀
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
寄
進
者
も
、

ル
什
山
十
J
B
V
J
i
十
i
ト

U
¥

出
は
い
金
一
わ
市
の
議
中
や
他
人
へ
と
拡
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
む
神
祭
に
お
け
る
行
列
と
船
に
よ
る
明
神
口
参
拝
の
形
態
は
、

ぅ(:1:

同
一
所
で
行
わ
れ
て
い
る
八
幡
神
社
省
大
杉
神
社
の
例
大
祭
や

大

!日1
4長

)( 

~
一
日
ト
ハ
な
ど
山
川
辺
の
神
社
祭
礼
に
H
ん
ら
れ
る
海
上
波
御
に
酷
似
す
る
勺

内
海
が
執
行
し
た
関
口
不
動
尊
一
山
興
の
た
め
の
諸
神
事
や
奉
納
の
形
態
は
、

決
し
て
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

山
田
町
周
辺
に
広
く
行
わ
れ
る
在
地
の
宗
教
訓
円
俗
を
参

考
に
し
、

応
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

yr
〉
二
へ
ノ
こ
、

ず
庁
、

σ止
ノ
ダ

l
t

漁
師
や
商
人
な
ど
多
く
の
人
々
が
竜
神
祭
の
行
列
に
加
わ
り
、

ま
た
、
宗
派
を
起
え
て
羽
山
市
派
の
修
験
や
川
辺
芥

LJl 

の
参
加
を
仰
ぐ
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

金
湯
山
の
創
出
を
来
た
し
た
内
海
が
其
の
後
に
関
口
不
動
尊
の
祭
犯
に
関
わ
っ
た
痕
跡
は

今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

代
わ
っ
て
不
動
尊
の
祭
記
を
取
り
仕
切
っ
た

の
は
関
谷
の
羽
黒
派
修
験
で
あ
る
い
官
恩
院

法
以
只
坊

で
あ
っ
た
。

維
新
期
の
神
仏
分
離
時
に
は
帰
農
し
、

以
符
も
そ
の
末
商
で
あ
る
佐
藤
家
が

(
日
叶
を
務
め
て

き
た
情
。

こ
の
よ
う
に
、
織
内
海
の
盛
岡
滞
領
に
お
け
る
布
教
活
動
は
、
そ
の
威
光
を
擁
す
る
門
海
に
川
引
き
継
が
れ
、
最
終
的
な
到
達
点
と
し
て
、
関
口
不
動
尊
の
一
川
興
へ
と
主
つ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
湯
殿
山
へ
の
信
仰
を
基
盤
と
し
た
写
し
と
し
て
実
行
さ
れ
、
こ
れ
に
在
地
の
宗
教
育
俗
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
金
湯
山
と
い
う
新
た
な
山

羽
三
山
修
験
道
の
地
域
拠
点
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
出
羽
三
山
修
験
道
に
新
た
な
息
吹
を
与
え
た
の
が
銭
円
海
と
そ
の
遺
弟
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
つ

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、

小
稿
で
は

成
肌
問
藩
領
に
お
け
る
鍛
内
海
の
活
動
形
態
を
、

そ
の
弟
子
内
海
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
解
明
し
て
き
た

(88 ) 



成
肌
間
滞
領
に
お
い
て
は
、
す
で
に
注
連
寺
系
の
湯
殿
山
行
人
が
そ
の
支
配
・
交
通
の
要
地
に
行
人
寺
を
設
け
て
活
動
し
て
い
た
が
、
天
明
年
間
ま
で
に
衰
退
し
つ
つ
あ
っ

(87 ) 

た
。
鍛
門
海
は
、
少
な
く
と
も
文
化
八

i
九
年
・
文
政
三
年
の
一

度
、
こ
の
地
へ
到
来
し
て
そ
れ
ら
の
行
人
寺
を
再
建
し
つ
つ
布
教
し
、
そ
れ
ま
で
信
仰
が
薄
か
っ
た
と

日
比
ら
れ
る
下
関
伊
地
方
の
山
田
町
へ
も
信
者
を
拡
げ
、
議
中
を
再
編
し
た
り
建
立
さ
れ
た
湯
殿
山
供
養
塔
は
越
後
な
ど
と
は
異
な
っ
て
建
立
数
が
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
銘
を
見
る
と
、

そ
の
議
中
は
武
家
か
ら
商
人
・
百
姓
に
至
る
広
範
な
階
層
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
む
そ
の
活
動
は
、
花
巻
山
日
町
白
性
院
住
持
と

さ
れ
た
遺
弟
内
海
に
引
き
継
が
れ
、
在
地
か
ら
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
文
政
二
二
年
に
山
田
町
の
関
口
不
動
尊
を
再
興
さ
せ
て
い
く
ゥ
こ
れ
は
、
金
湯
山
と
い
う
、
湯
殿

山
信
仰
に
基
づ
く
出
羽
三
山
修
験
道
の
地
域
拠
点
を
創
出
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
銭
円
海
、
そ
し
て
内
海
の
活
動
を
み
る
と
、
在
地
の
宗
教
者
と
対
立
し
た
形
跡
は
な
く
、

む
し
ろ
在
地
の
宗
教
習
俗
を
取
り
入
れ
、

か
つ
、
在
地
で
経
済
力
を
有
す
る
酪
人
・
百
姓
・
漁
師
の
支
持
を
得
て
い
た
。
鍛
内
海
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
布
教
活
動
は
、

ま
さ
に
出
羽
一
二
山
修
験
道
の
変
革
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
展
開
は
一
度
、
幕
末
維
新
別
に
断
ち
切
ら
れ
た
。
神
仏
分
離
・
修
験
道
廃
止
令
に
よ
っ
て
本
寺
で
あ
る
注
述
寺
が
他
の
真
一
一
一
一
同
系
の
別
当
寺
と
と
も
に
打

撃
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
。
天
台
系
の
羽
黒
山
の
修
験
が
還
俗
し
て
神
職
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
一
任
連
寺
ら
は

の
僧
仰
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
c

羽
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黒
山
は
、
出
羽
神
社
と
唱
え
、

か
つ
て
注
連
寺
ら
が
有
し
て
い
た
湯
殿
山
の
祭
記
権
も
獲
得
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
混
乱
の
な
か
で
、
旧
盛
岡
藩
領
内
の
行
人
キ
の
多

く
が
廃
寺
と
な
り
、

議
中
も
一
日
一
は
衰
え
て
い
く
。
注
連
寺
は

金
剛
珠
院
・
述
正
十
一
寸
を
旧
政
問
城
ド
に
創
立
し
、

議
中
の
再
編
を
一
凶
る
。

こ
の
旧
盛
問
藩
領
の
議
中
は
、
そ
の
後
に
大
き
な
役
割
を
来
た
す
こ
と
に
な
る
。
川
正
述
寺
は
、
湯
殿
山
の
祭
杷
権
を
取
り
戻
す
べ
く
、
た
び
た
び
訴
願
し
た
。
そ
れ
は
、

地
方
改
良
述
動
期
に
差
し
か
か
る
明
治
山

O
年
(
一
九

O
七
)

に
も
行
わ
れ
た
。

FJ 

O
日
に
は

「
茸
M

折
、
上
j

今勿支

U
中
土
h
A
L人
け
リ
ミ
主
け
I

引いい…
l

一

一

i
i
F
ノ
ネ
ト
、

I
t
-
-
f
2千
3
1
2
d
7
J
e
υ
l
一
三
」

を
山
形
県
を
経
山

し
て
内
務
省
へ
提
出
し
よ
う
と
す
る
が
、

そ
の
さ
い
に
「
添
付
書
類
」
が
添
え
ら
れ
た
と
こ
れ
は
注
述
寺
側
の
渡
部
別
和
他
二
名
に
加
え
、
山
一
七
子
山
氏
を
中
心
と
す
る

二
五
名
が
述
印
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
内
務
大
臣
は
原
敬
で
あ
り
、
そ
の
立
憲
政
友
会
を
支
え
る
政
治
的
地
権
こ
そ
が
煤
州
市
を
小
心
と
す
る
右
子
山
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
正
し
く
銭
円
海
が
生
み
出
し

育
て
上
げ
た
旧
盛
間
務
領
の
講
中
の
後
詰
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

北
山
品
川
J
J

叫りま

f
r
y
ド
r
i
、
v
J
‘1
{ぜ

小
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に

j自
11)長
十1:

会
と
積
極
的
に
接
触
し
、
請
中
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
、
彼
ら
が
有
す
る
宗
教
背
俗
や
実
情
を
知
識
と
し
て
獲
得
し
た
う
え
で
、

さ
ら
な
る
布
教
・
折
必
と
い

う
実
践
を
行
い
、
出
羽
一
二
山
修
験
道
の
変
革
を
成
し
透
げ
た
。
そ
の
実
践
の
結
県
で
あ
る
時
間
州
議
鋲
の
議
小
は
、

日
本
近
代
を
支
え
、
動
か
そ
う
と
す
る
、
正
体
的
な
地
法

社
会
の
礎
と
凡
尚
一
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
明
一
祉
を
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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盛
岡
市
仏
教
会
編
「
盛
岡
の

九
九
五
年
)
。
外
内
英
子
編
「
い
わ
て
の
お
寺
さ
ん
l

盛
岡
と
そ
の
周
辺
』
(
テ
レ
ビ
岩
手
、
二

O
O
二一年)。

盛
同
市
仏
教
会
、

テ
レ
ビ
岩
手
編
「
い
わ
て
の
お
寺
さ
ん
l

盛
岡
と
そ
の
周
辺
」
(
テ
レ
ビ
右
手
事
業
部
、

一
九
七
五
年
)
。
前
掲
註

ω外
内
編
著
書
は
本
書
の
改
訂
新
版
で
あ
る
。
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J

C

J
ノ

4
4
j
F
Y
寸
j
f
l
J
G
)

そ
の
た
め
、
背
面
に
つ
い
て
は
、

LL! 
月三

湯
殿
山
供
養
塔
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
倒
れ
た
ま
ま
で
、
背
ナ
山
を
雑
認
で
き
な
い

)ま

山
田
町
教
育
委
員
会
損
影
)
を
使
用
し
て
判
読
し
た
り
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史
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世
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O
O
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、
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人乏山…

路
間
藩
の
地
方
支
配
に
つ
い
て
は
、

{l~ 
}II 
健
{口

有
名
主
計
京
谷
一
編
著
書
o

i
J
一一
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l
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「
社
寺
取
調
類
纂
」
(
出
立
出
会
図
書
館
所
蔵
)
。
雄
松
堂
書
応
刊
行
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
る
口

(86 ) 
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東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
転
倒
し
た
も
の
が
あ
り
(
平
成
二
六
年
九
月
九
日
現
在
て
す
べ
て
を
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

お
南
部
叢
書
刊
行
会
編
「
南
部
叢
書
」
一

O
(南
部
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
)
。

お
柳
田
一
凶
男
「
柳
出
国
男
全
集
』
一
一
(
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
)
。
初
出
は
一
九
三
五
年
。

幻
佐
々
木
喜
善
「
聴
耳
草
紙
』
(
筑
摩
書
一
局
、
一
九
九
三
年
)
。
初
出
は
一
九
一
一
一
一
年
。

お
儲
弘
文
「
神
に
な
っ
た
無
法
者
|
宕
子
県
下
関
伊
郡
山
田
町
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島
の
坊
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
l
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版
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司
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叶
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岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
(
新
渡
戸
文
庫
旧
蔵
)
。
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世
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信
濃
屈
に
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け
る
出
羽
三
山
修
験
の
存
在
形
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佐
久
都
内
の
湯
殿
山
行
人
を
中
心
に
l

」
(

0
0
九
年
)
。

雄
松
堂
書
広
刊
行
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
る
。

詰
渇
主
幻
小
話
音
書
。
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前
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註
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論
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行
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年
占
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神
つ
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史
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史
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史
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近
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田
町
史
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纂
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町
史
』

上
巻
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山
田
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教
育
委
員
会
、
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年
)
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な
お
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れ
ら
の
塔
併
に
は
、
鍛
門
海
の
湯
殿
山
供
養
塔
と
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川
様
に
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向
守
一
所
蔵
写
真
版
に
拠
る
。
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お
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の
弟
子
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な
か
に
は
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学
屯
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見
え
る
。
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、
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市
教
育
委
員
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編
「
宮
古
市
史
」
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俗
編
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H
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『
出
…
間
伝
承
」

大
品
川
北
彦

「
八
椛
祭
り
と
大
杉
祭
り
j

右
手
県
下
閉
伊
郡
山
山
町
」
(
『
ア
ン
パ
大
杉
の
祭
り
」

法
政
大
学
山
版
局
、
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O
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山
形
県
が
内
務
省
に
送
達
し
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
。
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凶
年
越
し
の
念
願
が
叶
っ
た
調
先
で
あ
っ
た
が
、
一
以

山
川
町
で
の
現
地
調
査
は

(一一

o
一
向
」
八
月
・
九
月
の

J;)(: 

度
に
わ
た
り
実
施
し
た
。

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
現
実
を
目
の
当
た
り
と
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
。
調
背
中
に
は
、
本
文
で
言
及
し
た
大
杉
神
社
が
、
被
災
し
た
釜
山
行
制
の
地
か

ら
、
柳
沢
山
の
山
地
に
新
造
さ
れ
た
一
花
古
へ
遷
座
さ
れ

月

九
月

一
L
j
こ
ま
引
:
¥
又
一
、
二
、
コ
、
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討
、
-
仕
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支
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-
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l
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一
日
に
は
復
興
さ
れ
た
神
輿
の
お
披
露

H
、

御
の
凶
年
ぶ
り
の
京
行
と
い
う
、
希
望
に
満
ち
た
話
題
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
と
と
も
に
、
復
興
の
さ
ら
な

る
進
展
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
。

執
筆
に
あ
た
り
、
山
出
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
係
長
川
向
聖
子
氏
、
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授
浪
川
健
治
先
生
、
芸
術
系
准
教
授
松
井
敏
也
先
ル
ー

山
形
県
出
山
市
海
向
寺
住
職
伊
藤
際
文
氏
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
史
料
の
提
供
な
ら
び
に
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
お
札
山
中
し
仁
げ
る
c

ト
ム
日
間
十
品
、

/
i
Iふ
1
1
I
E

平
成
二
五
年
度
公
益
財
団
法
人
招
感
財
団
か
ら
研
究
助
成
の
思
忠
を
受
け
た
研
究
課
題

「
変
革
期
に
お
け
る
知
識
・
忠
想
・
実
践
の
交
錯
と
創
造
一

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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